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商 号 ： 株式会社カナモト

本 社 所 在 地 ： 札幌市中央区

代 表 者 ： 代表取締役社長 金本 寛中

会社概要会社概要

代 表 者 ： 代表取締役社長 金本 寛中

設 立 ： 1964年10月28日

資 本 金 ： 96億96百万円（払込済資本金）

公 開 市 場 ： 東証一部・札証

証 券 コ ー ド ： 9678

発 行 済 株 式 数 ： 32,872千株
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決 算 期 ： 10月

連 結 売 上 高 ： 694億11百万円

連 結 従 業 員 数 ： 1,678名
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証券コード証券コード

96789678
Copyright © 2010 Investor & Public Relations, Kanamoto Company Limited.

業種：サービス業業種：サービス業

主力事業主力事業

建設機械のレンタル建設機械のレンタル
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その他事業その他事業

鉄鋼製品の販売鉄鋼製品の販売

情報機器のレンタル情報機器のレンタル
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機機

国内拠点ネットワーク国内拠点ネットワーク

全国に全国に262262拠点拠点
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海外拠点ネットワーク海外拠点ネットワーク

20072007年年 上海進出上海進出
20082008年年 グアム進出グアム進出

Copyright © 2010 Investor & Public Relations, Kanamoto Company Limited.

海外での事業展開海外での事業展開

海外の現場でも活躍海外の現場でも活躍
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平均工事現場で使う建機の工事現場で使う建機の
22台に台に11台がレンタル台がレンタル
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資料出所：（社）日本土木工業協会

注：2002年から高所作業車、ファン、発電機等の高依存度5機種が

調査対象から外されたため、数値は不連続になっている。

建機レンタル業界建機レンタル業界

14,000 100
（億円）（兆円） 民間

政府
建機レンタル業界売上高

国内建設投資額とレンタル業界売上高 レンタル業界のシェア
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建機レンタル業界売上高

広域大手4社
（当社含む）
24.0%

中堅業者
20.0%

地場業者
56.0%

広域大手のシェア拡大広域大手のシェア拡大
中堅・地場業者の淘汰中堅・地場業者の淘汰
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資料出所：国土交通省 建設投資見通し

経済産業省 特定サービス産業実態調査

（注）：特定サービス産業実態調査は、2006年から
調査対象の抽出方法を変更したことから
2005年以前のデータとの連続性がない。

資料出所：経済産業省 特定サービス実態調査
各社有価証券報告書・HP等から算出
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経営戦略経営戦略
新規出店、Ｍ＆Ａ戦略

需要の見込める大都市圏に出店、並行して拠点空白地域にも出店を進める。

今期（2008年10月期）4件のＭ＆Ａを実施。
建機レンタル業界の厳しい環境と二極分化を追い風に 業界再編をリ ドする建機レンタル業界の厳しい環境と二極分化を追い風に、業界再編をリードする。

新商品戦略
ＥＣＯ建機・車輌、アスベスト対策機器、橋梁点検車などニーズに合わせた商品と
需要の掘り起こしが可能なオリジナル商品のラインナップを強化している。
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LEDバルーン投光機
（LEDを使った照明機器）

ハイブリッドトラック

株価・配当株価・配当
株価（3/10前場） 307円

単元株数 1,000株

配当利回り 6 51%

10円

15円

20円

配当利回り 6.51%

60.1% 49.3% 155.6% 31.4% 21.6%45.0%115.1%39.6% 102.0%

※連結配当性向

－%
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株主優待株主優待
10月末日の株主名簿記載の株主様を対象に、
60品目以上から選べる北海道の商品（3,000円相当）
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20082008年年1010月期通期業績概要月期通期業績概要
20092009年年1010月期業績見通し月期業績見通し

Copyright©2010 Investor & Public Relations, Kanamoto Company LimitedCopyright © 2010 Investor & Public Relations, Kanamoto Company Limited



8

20082008年年1010月期月期 P/LP/L
（単位：百万円）

2008年10月期 2007年10月期

九州建産グループ3社が連結対象に

加わったことと、商品売上が好調に
推移して、対前期比1.1%増加。

008年 0月期 00 年 0月期

売上高 69,411 68,626

売上原価 50,803 49,490

売上総利益 18,608 19,136

販管費 16,380 14,899

営業利益 2,227 4,236

経常利益 2,028 4,416
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当期純利益 644 3,035

地域によって跛行性はあるものの、特
に地方の工事量減少と単価下落が響
き、営業利益、経常利益とも減益。

2007年10月期は固定資産売却益、
退職給付引当金取崩益など約17億

円の特別利益があったため対前期比
の減少額が大きくなっている。

20082008年年1010月期月期 B/SB/S
（単位：百万円）

2008年10月期末 2007年10月期末

九州建産グループ3社、東洋工業株式

会社の連結子会社化などにより、総資
産が対前期比65億85百万円増加。

008年 0月期末 00 年 0月期末

流動資産 35,557 33,326

固定資産 56,184 51,829

総資産 91,741 85,155

流動負債 28,394 25,586

固定負債 25,144 19,595
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純資産 38,202 39,973

負債・純資産合計 91,741 85,155

株式市場の低迷から、その他有価証券評
価差額金が減少したことで、純資産が対
前期比17億71百万円減少。
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20082008年年1010月期月期 CFCF
（単位：百万円）

2008年10月期 2007年10月期

税引前当期純利益の減少と、レンタル用資産の
取得が増加したこと、法人税の支払額が増加し
たことにより、対前期比10億23百万円の減少。

008年 0月期 00 年 0月期

営業活動によるCF 3,456 4,479

投資活動によるCF -4,125 -1,427

財務活動によるCF 341 -4,237

現金および現金同等物の減少額 -327 -1,184

現金および現金同等物の期首残高 17,213 18,398

現金および現金同等物の期末残高 17,566 17,213
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有形固定資産の取得による支出の
増加と、有形固定資産売却による収
入の減少などにより、対前期比26億
98百万円の支出の増加。

長期借入による収入の増加があり、3億
41百万円の資金が得られました。
（前期は42億37百万円の資金の支出）

今期連結業績計画今期連結業績計画
第2四半期累計期間 金額単位：百万円

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

FY2009 2Q計画 32,300 780 580 △130

対前期比増減 △13.3％ △73.3％ △79.5％ －

FY2008 2Q実績 37,236 2,918 2,833 1,476

対前期比増減 2.8％ △15.1％ △17.2％ △38.0％

通期

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

FY2009 通期計画 63 900 510 90 △800

Copyright © 2010 Investor & Public Relations, Kanamoto Company Limited. 18

FY2009 通期計画 63,900 510 90 △800

対前期比増減 △7.9％ △77.1％ △95.6％ －

FY2008 通期実績 69,411 2,227 2,028 644

対前期比増減 1.1％ △47.4％ △54.1％ △78.8％



10

株式会社カナモト 社長室広報担当

〒060-0041 札幌市中央区大通東3丁目1-19

お問い合わせ先お問い合わせ先

〒060 004 札幌市中央区大通東3丁目 9

TEL.011-209-1631（土日祝除く 8：30～17：00）

ホームページ http://www.kanamoto.co.jp

ＩＲサイト http://www.kanamoto.ne.jp

本説明会及び説明資料に含まれる歴史的事実ではないものは将来の見通しです
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本説明会及び説明資料に含まれる歴史的事実ではないものは将来の見通しです。
将来の見通しは、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり多分に不確定な要素を含んで
おります。
従いましてこれらの見通しのみに全面的に依拠することはお控えくださるようお願いいたします。
実際の業績等はさまざまな要因の変化等により、これらの見通しと異なる場合がありますことをご了
承ください。


